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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。
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Ｎ
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０
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２
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【
作
者
名
】

　
海

【
あ
ら
す
じ
】

　
遠
い
昔
、
遥
か
彼
方
の
銀
河
系
で
・
・
・

ジ
ェ
ダ
イ
聖
堂
で
起
き
た
デ
ー
タ
盗
難
事
件
。

犯
人
の
ス
パ
イ
を
追
っ
て
い
た
二
人
の
ジ
ェ
ダ
イ
は
、
壮
大
な
陰
謀
に
巻
き
込

ま
れ
る
こ
と
と
な
る
。
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（
前
書
き
）

こ
の
小
説
の
設
定
は
、
映
画
六
部
作
に
準
じ
ま
す
。

小
説
や
コ
ミ
ッ
ク
ス
な
ど
の
ジ
ョ
ー
ジ
・
ル
ー
カ
ス
が
関
わ
っ
て
い
な
い
作
品

の
設
定
は
採
用
し
ま
せ
ん
。

ア
ナ
キ
ン
な
ど
の
既
存
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
は
ほ
と
ん
ど
登
場
し
ま
せ
ん
。
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二
人
の
ジ
ェ
ダ
イ
が
、
タ
ト
ゥ
イ
ー
ン
の
砂
漠
地
帯
を
歩
い
て
い
た
。

「
い
つ
ま
で
歩
き
つ
づ
け
る
の
で
し
ょ
う
か
？
」

若
い
方
の
ジ
ェ
ダ
イ
が
聞
い
た
。

性
別
は
男
。
歳
は
十
代
で
、
茶
色
の
髪
の
三
つ
編
み
が
、
こ
の
少
年
が
パ
ダ
ワ

ン
だ
と
い
う
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。

「
そ
れ
は
・
・
・
ス
パ
イ
が
見
つ
か
る
ま
で
だ
」

ケ
ル
・
ド
ア
の
ジ
ェ
ダ
イ
・
マ
ス
タ
ー
が
答
え
た
。

性
別
は
男
。
落
ち
着
い
た
雰
囲
気
で
、
様
々
な
試
練
を
乗
り
越
え
て
き
た
こ
と

が
わ
か
る
。

「
し
か
し
、
こ
の
広
大
な
砂
漠
で
、
ス
パ
イ
が
見
つ
か
り
ま
す
か
？
」

「
マ
ス
タ
ー
・
グ
ラ
ヴ
ァ
ス
に
我
慢
強
く
な
れ
と
い
わ
れ
な
か
っ
た
の
か
？
キ

ー
ル
」

ジ
ェ
ダ
イ
マ
ス
タ
ー
は
パ
ダ
ワ
ン
の
キ
ー
ル
に
言
っ
た
。

「
そ
れ
は
・
・
・
」

キ
ー
ル
は
う
つ
む
い
た
。

「
ま
あ
よ
い
。
そ
れ
よ
り
、
今
回
の
事
件
は
少
し
裏
が
あ
り
そ
う
だ
・
・
・
」

「
裏
と
は
な
ん
で
す
か
？
マ
ス
タ
ー
・
グ
ル
ー
」

キ
ー
ル
は
顔
を
あ
げ
、
グ
ル
ー
に
聞
い
た
。

「
そ
れ
は
ま
だ
わ
か
ら
ん
。
だ
が
、
何
か
あ
る
」

グ
ル
ー
は
あ
ご
に
手
を
当
て
言
っ
た
。

二
人
は
歩
き
つ
づ
け
た
が
、
突
然
、
グ
ル
ー
が
立
ち
止
ま
っ
た
。

「
キ
ー
ル
」

「
わ
か
っ
て
ま
す
」

キ
ー
ル
も
立
ち
止
ま
る
と
、
二
人
は
同
じ
場
所
を
見
た
。

二
人
か
ら
少
し
離
れ
た
砂
山
に
、
人
影
が
見
え
た
の
だ
。

「
ス
パ
イ
で
し
ょ
う
か
？
」
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キ
ー
ル
の
問
い
に
、
グ
ル
ー
は
答
え
な
い
。

不
満
そ
う
な
キ
ー
ル
に
、
グ
ル
ー
は
静
か
に
言
っ
た
。

「
行
く
ぞ
。
お
前
は
右
、
私
は
左
だ
」

キ
ー
ル
は
う
な
ず
く
と
、
歩
き
出
し
た
。

グ
ル
ー
は
キ
ー
ル
と
は
逆
の
方
向
に
歩
き
出
し
た
。

相
手
は
気
づ
い
て
い
な
い
。

グ
ル
ー
と
キ
ー
ル
は
ほ
ぼ
同
時
に
走
り
出
し
た
。

砂
山
の
後
ろ
に
ま
わ
る
と
、
そ
こ
に
は
防
具
を
装
備
し
た
男
が
立
っ
て
い
た
。

ス
パ
イ
だ
。

「
お
前
ら
は
！
？
」

「
ジ
ェ
ダ
イ
だ
！
」

キ
ー
ル
は
そ
う
言
う
と
、
ラ
イ
ト
セ
イ
バ
ー
を
取
り
出
し
た
。

青
色
の
光
刃
が
ス
パ
イ
の
喉
元
に
突
き
つ
け
ら
れ
る
。

「
お
い
お
い
・
・
・
。
乱
暴
は
・
・
・
」

ス
パ
イ
は
右
手
を
腰
の
と
こ
ろ
へ
や
り
、
何
か
を
作
動
さ
せ
た
。

「
動
く
な
！
」

キ
ー
ル
は
そ
う
言
っ
た
が
、
何
か
が
作
動
し
た
こ
と
に
は
気
づ
い
て
い
な
か
っ

た
。

「
何
故
ジ
ェ
ダ
イ
聖
堂
か
ら
デ
ー
タ
を
盗
ん
だ
？
」

キ
ー
ル
は
ス
パ
イ
に
詰
め
寄
っ
た
。

「
そ
れ
を
言
う
と
で
も
？
」

ス
パ
イ
は
下
品
に
笑
う
。

「
言
っ
て
も
ら
う
」

グ
ル
ー
が
ス
パ
イ
の
背
後
か
ら
言
っ
た
。

「
そ
う
か
・
・
・
。
で
も
、
少
し
遅
か
っ
た
な
！
」

ス
パ
イ
が
そ
う
言
っ
た
数
秒
後
、
ド
ロ
イ
デ
ィ
カ
が
三
体
現
れ
た
。

「
そ
う
い
う
こ
と
か
・
・
・
」

グ
ル
ー
は
そ
う
呟
く
と
、
緑
色
の
光
刃
の
ラ
イ
ト
セ
イ
バ
ー
を
か
ま
え
た
。

ド
ロ
イ
デ
ィ
カ
は
シ
ー
ル
ド
を
は
る
と
、
ブ
ラ
ス
タ
ー
で
攻
撃
し
て
き
た
。

「
ま
ず
い
で
す
！
」
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キ
ー
ル
は
ラ
イ
ト
セ
イ
バ
ー
で
防
ぎ
な
が
ら
、
言
っ
た
。

「
キ
ー
ル
！
ス
パ
イ
は
ど
こ
だ
！
？
」

グ
ル
ー
に
聞
か
れ
、
キ
ー
ル
は
周
囲
を
見
た
が
、
ス
パ
イ
は
い
つ
の
ま
に
か
逃

げ
て
い
た
。

「
し
ま
っ
た
！
逃
げ
ら
れ
た
か
・
・
・
」

キ
ー
ル
は
舌
打
ち
す
る
と
、
グ
ル
ー
を
見
た
。

「
退
き
ま
し
ょ
う
！
」

グ
ル
ー
は
う
な
ず
く
と
、
フ
ォ
ー
ス
で
砂
嵐
を
お
こ
し
た
。

ド
ロ
イ
デ
ィ
カ
が
砂
嵐
か
ら
抜
け
出
す
と
、
二
人
の
ジ
ェ
ダ
イ
は
消
え
て
い
た
。

コ
ル
サ
ン
ト
の
ジ
ェ
ダ
イ
聖
堂
に
戻
っ
た
キ
ー
ル
と
グ
ル
ー
は
、
評
議
会
に
結

果
を
報
告
し
、
格
納
庫
を
訪
れ
て
い
た
。

「
私
達
に
で
き
る
こ
と
は
な
い
の
で
し
ょ
う
か
？
マ
ス
タ
ー
・
グ
ル
ー
」

「
マ
ス
タ
ー
・
ヨ
ー
ダ
が
言
っ
て
い
た
だ
ろ
う
。
こ
の
件
は
ス
カ
イ
ウ
ォ
ー
カ

ー
が
調
べ
る
」

キ
ー
ル
は
う
な
ず
く
も
、
不
満
そ
う
だ
。

グ
ル
ー
は
デ
ル
タ
７
・
ス
タ
ー
フ
ァ
イ
タ
ー
に
乗
り
込
む
と
、
キ
ー
ル
に
言
っ

た
。

「
と
り
あ
え
ず
グ
ラ
ヴ
ァ
ス
の
元
へ
戻
れ
。
私
は
調
べ
た
い
こ
と
が
あ
る
」

「
わ
か
り
ま
し
た
」

キ
ー
ル
は
グ
ル
ー
を
見
送
る
と
、
格
納
庫
を
出
て
行
っ
た
。
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（
後
書
き
）

キ
ー
ル
・
ク
ラ
ウ
ス

階
級
・
パ
ダ
ワ
ン

光
刃
・
青
色

愛
機
・
デ
ル
タ
７
Ｂ
・
イ
ー
サ
ス
プ
ラ
イ
ト
級
ラ
イ
ト
・
イ
ン
タ
ー
セ
プ
タ
ー
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う
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